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非ホジキンリンパ腫の基礎と臨床

Non-Hodgkin's Lymphomas: Pathology and Clinical Features

第舶締‾－j新潟医学会

日　時　　好け‾憶年2月2鋸］（」」午後2時から

会　場　　新潟大学医学部研究棟慣用！講義室

司　会　大西義久　ぐ第二病搾〕

演　者　根本啓…一一　第二病曹），本間慶一“一　第二病圭畢），稲越英機　薫藤釦El！放射線科主相川英二，佐藤正之（が

んセンタ”…新郷ま；院内科主　永井孝…山　斉藤弘行　第　一内科）

発雷禽　璧旧　柄　第－－－－甚糾う

司会　今担げシンノポジウふぼ，悪性リンパ醸せし粛㌦

て．非尋こジキニ′　ソパ臓が基礎と臨床　いうことにしま

した．ポジキ／病もリノパ睦の中に入りますが，色々取

り扱う士で難しい間壕が起こって参ります明で＼今禍は

除外した次第です．

今から約的∴程前　昭和綿二相月の第滋　国の新潟医

学会で悪性リソパ過の間妻が取りとげちれています＼そ

の時の演者とばば鶴たふ　な　ソパ一一で組んでおります

ので㌧過去柑年間でどの位進歩したかということに凍つ

ながってくると思いますx　構成の方法はり　まず初めに悪

性リソパ腫たなり　すと。．Ⅰぅ　て　組織分類が酢こ参り

鼓すので，組織分殊の閻惑薫ナいうことで校本助教授に

お講iして頂き，ついで病理学的検劇薬本間講師にお願

いします．続いて，繭換診断と放射線冶寮の立場から稲

越先〆．抽」お願いし3　更に，内科臨床と化学療法の立場か

らガンーヒソタuヶWグ測‾川博士にお願いをすることにい、D LF

ました・教練に，免疫学姉娘討といたしま＿ノて　第－－－一一内

科の永井先生に参加して頂き，geneのレベルにまで話

が及んでいく笛で洩ります．それではお断いいたします、

1)「組織分類の問題点」
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病リンパ腫.

は しこ め に

免疫学の鴬巣的進歩とともをこ,免疫臓器そのものの陸

揚性病変である悪性uソバ瞳をこ寮すする考え竣j∴変Lたこ

=･∴･畑｣∴~､恒.:~.::･.来宮′∴丹-L∴;､千､1:斗 ∴~､ti:叩

ぎー叩川.t章畑･:･了:㌦十･､:I.=吊∴∵｣＼∫㍉十 :∴

は従来のwi:nな組織分類を紹Tl､L,そ細を芸当疑惑を指摘Lて

､､∴十㌦ 最上.亘.卜･:∴:II..LlL∴Ll‖1油川日.liE.州t､川li.Ll

.<lH'1.1(1rrl日日i一･∴･!二LL.∴十1~h'∴宮際,･■∴､畑､1日1､､r!llrltLH

｢∴ 'I､I:-.

l一JG十㌦･:たl∴拭!■'--∵∴卜ここ叩ドけり･tI.膏吊･

踏襲しているが,儀分化あるいは未分化などcT)呼称はさ

けて,純形態的名称を3鵜濃ことが特徴と思われる,㌢

なれも守細胞がう大きさ予絡むこ稜が同 -標本中の喰細胞鼠

中細胞型

混合型

･i､汗黒十二,J

びまん鱒リンパ瞳

･_再と圧=.予･

車細胞型

J上′昌≡i_

太細胞型

多形細胞型

リンパ芽球型

パ--キ/I卜塾

ぼ血管内肢の榛より太きいものを太細胞型†小さなもの

を小細胞型とし 両者の混在Lた場合をら太細胞が詔0--ノ

5約%)混合型とLたせまたサ細胞形態および浸潤形式と

､パ-}ト ー､伸-1､申､p告~十日･､i十∴ 'I'甘い斗汗,:.'T!,斗守

るリンパ芽球型9多形細胞型の亜型を設けたごとが特異

に大別Lた汐痛言凝二親で,病型と臨床的二書芸級が相聞してい

圧上 半L侶:-T･門 伸.･･ト....∴l∴∴:;二･畑 十汗巨-:

パ瞳に三軒やる湧言責∃解す配慮に乏しい架点を有Lている.

今回は曹橡リン′-瞳鍔凝紺攣1分類細音譜3接点を明確をごする

闘粁ご予過去耗年間 雄藩関目98転舞うのく剖検例転鱒汀を
巨石 '-:.･†､i∵㌶∴ ~十予十･.r日 ,

結 果

棉例中36例がリソバ節原発のりソバ瞳(節性県/パ膝

と略う,2鵡傍摘ミリンパ節外から発生したリンパ腫(節外

性リンパ睦と略),他の8例は原発不明リンパ腫で,こ

例が含護れているH節性リソバ腫3転倒中,種 の々検索で

隻蔦リン/パ膝と判断された症例は且7例†r蓬磯子胞性m例,辛

ジキン∵病2例,転例は芋蔓3定困難例であ〝､た.節外性リン/

メ言様U津づ訳をみると絡桃,絡陛芦咽頭などの咋賂料簡域

から発生L招巌例がS例と多く,次いで巧弓状腺亨腎†皮

瀞予漉膜外初発が各や望鰍 軌は紬下限鰍 胸腺酢 卵
''畑 守上 恒ド十 汗上 1l;:･irL汗:こ.卜甘■昌:■;1十:･l畑.:､･

.1日畑 tl汗1'Ll.LV.mn吊 巨･̀Ll】i日高･.1;H･.tl･'..-Ll岬;L



非ホジキンリンパ魔の基礎と臨床

表 'l T(･い‖i.1･11両It一m;Il卜

症例数 年 令 ･:曳j/男 臨 床 経 過

A. T i. 帖守 O/且 ゴⅤ∴ミV

U 且.3､.-.-59才 5苦痛ノ.-3Y
1 書 潮 風 5503才*) 1/r詔 ∵ ;粧バ廿 上∵M車*!

i) ≡量 望 甜L-78才言1.0才十 り〆望 5筑獲(5〕閑)

E 6喜 別-73才ぎ (弧5才) 嶺/2 3三蛸/.-過.Yは.Sで渚)

肝 且 I.一寸∃ C3/ 3_ lV IM

G 1 51.,.-7且才 '息〆 3 掘ML-.-櫓Y 詔乳母

:＼:(i両1mし,.トl~iHll tミニLii汗uヾし..!1州】iL】m L､二(ilH､tlバ(..mlM i i)二で.il日加<E､.lこIrLt1-l-

ト∴ Jii､i心 t､.沖､1-. E::し侶 1歳 t､.I.Hll沖日日;いミtit･ (三二侶L llll'､

* :漫例のか児例を除外

** :且例の最濁遷生存例 を除外

棄 :1 T付目 1.un両日Hn;i･､l巨

t;.:)

- 症 例 年 令 女〆男 臨 床 経 過 童 駁 穐 像

丁 ･3′---.J79才 竣/ 詔 JW- バ十 右汀u紀十m吊高山 1隼

級 (証 十什 tH.十才 *十 右廿tlトト m八両 一里

A 十川.バ廿 (LOV **十 d汗十いい,再しい十 二両1M- 1Y JM

1 う1-丁l守 且〆 3h Ⅰ円上-1ikい 1桝

十障 .0才十 十lT.OM,G.OM **十

盟 イ 20-7こう才(5嶺.議才) 望/ 慧 JMへ 3YゴM

di甘いさい,pいい. 1刊

十川.8M,針3M **十

U 3 旦3-.-59才(JlL0才十 0/ 3 5M --1Y

d汗ruSt,+一一日ヽ L,d J刊

(99冒M〕 ≡

‖ 5 ー1-7H才十諒 ,1十蒔 .8才 *十 0〆 5 HM- 2T 3M d汗ruトぐ十STH(iu l榊

右廿日トい十lこlr針 2刊

←川 十tiM十tS.汚M **十 d汗luドい十村いい. 1.榊
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t)二日うt, liktt

癖 二浅例のか児例を除外

率車 二且例の最願生存例を除外
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経過は漫隼--転隼5ケ月(平均張mケ鋸,豊年望ケ鉦

例を除くと逢そう.転ヶ月う,2年となり7細胞職太きな症例

li】廿日山..11日､(ii11711日叫潮目薄日1日三,..iiI:いI3.､卜

lllt､日日i､1両11(,i:何 十.~･i三 IL】~十 十卜';i:-'L,-lj.

11ミ1,日､t､■｢吊iI.Hl両…=こt･･IH.吊tt･日時･1判:･･1

十巨∴ L‖J:(,.oLr11=]' 二項沌十:狛し畑甘､~畑鶴∴詰

めi､凍なか--,紅 こ鍔)薫を明確をこするため亨節性のみな

らず節外性リン-経も営め菅T細胞リンパ腫の病理組織
I㌣∵:;I.'･=∴fL巨_TEl打｣ ∴トー_表tl､'十仁一_.(li廿H付..'111:1日

がやや経過が長いと思われるが,ごく少数の長期幾存例

を除くといずれの型も緊線不慮と言わざるをえない,次

ある｡すなわち都濃節姓リンパ路用 :非ホシ二率Jリン

･斗巨 t)二1m.吊､1･∴Ⅰ巨:＼′廿L L':粧r.;:･'p/_~し･丁､‡.;
柚付域Pr':互.I):-I/､畑･汗f∴正伸早 場:F甘 町iiii.

原発不明うで,;凍護たそれぞれをこごく少数の長殿性存

例を認める複さの約9こ郡ような症例を除くと終戦の臨床
好古･.･LrT∴∴.｣∴;lL!.

･.盲∴ 二 仁 亙≡1.｣二i判辛i∴71(hl止け付lllt･t高.i

･1､1[町､虹手､車十一鉦.'tバ十 1.YTll油川Lリlt･1けtl右目1川;川(:l､

7年,miXeg湧C測u量挽r願 望年9ケ月′と非ホシキンHjソ
バ臆に既L経過は鮭かつた争

総括およひ考接

従来かCj指摘されている凌根号ホジキン病と非ホジキ

J蔓jソバ嬢では臨床像ナ鼠繊像,進展形式のはか治療成

績が全く異なるのでち両者は厳密をこ区別すべきとされて

いる.事窯,当来撃の成績をみても,悪性針ン′パ膝6鰻J

換例率ホジキソ病は語例と極めて少なかったが,非ホジ

キンリンパ腫をこ比し予後良好であった.今回非ホジキン

リンパ腫をこついて遭.SG曾類を用いて検討したが9首開田

胞リソバ経では太むね細胞G7)漉きさと予後は機関してい

たBLかL,我錘では圧倒的にN太細胞型が多いことか転

戦-I/摘1槻持上言･十㌢∴ し･1m＼-t､Ll,rl日日'.]t"･い(IlL:∴

i∵十i._Hl･凍上艮,i.1=川1mt川L'h!こlniく･.十∴し1~､州t申Pt､

を明記すべきと思われfJJこの際 済憲郡長釣材料では

細胞の漉きさが極めて変化し診断に苦慮すること,免疫

液藍態度も時をLW:山麓することがあり注意が必費である･

また,盤換時と浩機略では綴絶後が輿なることもしぼL

ぼ経験しており5㌔診断にあた-｡ては適切な固定と家治

療a:癌も繊像を健党することが肝変とJ瞥われた令 -風 紋

分際でもuソバ葦球型や多形細胞型を設け考健Lている

い1､↓･1､.今帖､リ巨･~再､i汗仁.鵠再詳言･東こ甘1十∴F:/.･-

対応している〔そこは言渡なか-濃*これはW細胞増殖疾患

二､判弼1Li._.,:I:･畑∴J､十字阜!中{∴丁.=',l畑f∵理J;鎚､1.

あると思われるIすなわち予を嘗細胞萱jンパ臆をこ比し予ry

細胞リン/パ経では増殖uソバ球をこ大小不同が裁よも凍/サリ

ンパ球のみならず,形質細胞や好酸球,鼠織球などの増

殖を伴pjことが多いはか,小血管の奴私 君間質に硝子魔

物質の沈着を認める症例も多い.このためやホジキン病

との鑑別困難な症例の存在,悪性リンパ腫とは断定絶ミ来

ず,いわゆる境界棺域病変として報告されたり､さらに

小細胞型と中細胞型の鑑別や混合琵障二多形細胞型Uつ鑑別

困難な症例にもしぼ吊£遭遇し紅 こ▲わまでr摘E蓋胞リン/

ついて7衝動7服非ホジキンuン′パ経に㌦3いて維告L,㍗

度の腫歯群で種 の々約数的組織像をとり,か-)従来リン/

パ臆として認識し怒れなか-一､招毎夜を含むものを雛緊呼廿

ソバ膝,r畳1領域線リンパ陵勺血管免疫射藩型r畳1夏日ノi､膝

晶■工 丁誹lT.L十日 ､粧-･/ir∴∴後日仁.ト ∴ノ:･.

かっ渋二症例が殿麗しノてし濃.このよう招来例は小型細胞

が目立ったを護か東や園の検索倒混雑の経過の巌かった

ATLh例の換養成練も考え合せると,ATLLとしてぼ

増殖粧矩LM隼'､…1＼･吊utioTl机津';Jがt辛阜∵∴L三~･‥iJ/"･

三ヒ守二,ll汁｣.likt-例で言i､､型LT)charrHlL'＼骨癌p:I,:･1日立

ち.烏臼灘型,〔･le:lretlllt･1rP(さとLTl監1,7上p'_~宜難畑詔'LI,.汁

か!▲､,前半ノ7Ⅷ拍t津冒て汗油汗､症刊まで:JT:-上いている可

れる.このす.二裾r.汰.享子'･灘LI,lス立江一丁.伸し上敷'_:∴1--㍗--

ことが盈費と考えるせ

結 語

過去8年間の病理学教室をこおける病理解剖例械例を病

理組織学的をこ検索し9悪性Ejソバ鐸齢)病理分類の開題薫

を指摘したサ



非ホジキンリンパ腫の濃礎と臨床
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